
＼お知らせ／

佐賀県の国民健康保険

～保険税率の一本化に向けて～

①保険税率の一本化とは？
現在は市町ごとに保険税が異なっています。それを、同じ所得・同じ世帯構成であ

れば県内のどこに住んでいても保険税の負担を同じにすることです。
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②なぜ一本化が必要なの？
一本化前（現在）

・市町ごとに被保険者数や医療費の状況が

異なるため負担感がバラバラ

・被保険者が少ないほど、高額な医療費が

発生すると、保険税率が大きく変動しやすい

一本化後（イメージ）

・県内すべての被保険者で医療費を支え合う

・保険税の急な変動を抑え、負担の平準化へ

・国保制度をより安定的・持続可能なものへ

③佐賀県が目指す保険税率の一本化
令和9年度以降、段階的に保険税率の一本化を進め、令和12年度からは、

同じ所得・同じ世帯構成であれば県内どこに住んでいても同じ保険税となります。

★保険税率の一本化は、将来にわたって安心して国民健康保険を利用できるようにするための取組です。
制度の内容や進捗については、今後も国保だより等を通じてお知らせします。



Q4
何か手続きは
必要なの？

よ く あ る 質 問

A1 これまでは、住んでいる市町の国保財政やかかった医療
費の状況によって保険税に大きなばらつきがありましたが、
今後は、県内市町のどこに住んでいても所得や世帯構成
が同じであれば同じ保険税額となり、公平性の確保につ
ながります。

また、保険税の急激な変動が抑制されます。

県内で保険税率を一本化（統一）すると、現在より保険税
が上がる方もいれば、下がる方もいます。

具体的な保険税率は、直近の医療費や被保険者数など
を踏まえて決定されるため、現時点でお示しすることはでき
ません。

なお、令和9年度から令和11年度までは、急激な負担増
加をできるだけ避けるため準統一期間とし、市町ごとに負
担を調整しながら段階的に統一を進めます。

令和12年度から保険税率が一本化（統一）されると、
佐賀県内の引っ越しであれば、所得や世帯構成が同じで
ある限り、保険税額は同じとなります。
（同一年度に限ります。）

※ただし、県内で引っ越した場合も、転入先の市町で
加入等の手続きが必要です。

保険税率の一本化に伴い、被保険者の皆様に行って
いただく手続きはありません。

なお、これまでと同様に、加入や喪失の手続き、各種申請
は必要です。

保険税率の一本化によって、医療機関の受診方法や
国民健康保険で受けられる給付が変わることはありません。

医療費の自己負担割合についても、保険税率の一本化
を理由に変更されることはありません。

Q1
保険税率の一本化
の効果はあるの？

Q2
保険税は
どうなるの？

Q3
引っ越しても
保険税は変わら
ないの？

Q5
医療機関の受診方
法や受けられる給付
は変わるの？
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